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アノレミニウム資源

H一①

嶋崎吉彦･岡野武雄

世界各地のボｰキサイト鉱床

ボｰキサイト鉱床はダイアスポア質のものを除けぱ

だいたいにおいて熱帯もしくは亜熱帯地方に分布して

いる.その確定埋蔵鉱量は
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次のとおりである.
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これからも明らかなようにアジアは現在知られている

ボｰキサイトの鉱量の最も少なv'地域である.しかし

これはこの地域におけるおもなボｰキサイト消費者が日

本だけてあるために需要カミヨｰロッパやアメリカにくら

べて少なく探査カミそれほど積極的に行なわれたかった

ことも理由の一つではないかと思われる.

世界のボｰキサイト総生産量は1962年に3,000万ト

ン近くその約34%をヨｰロッパほぼ同量を北アメリ

カ20%を南アメリカ7%弱をアジア5%強をアプ

リカガミ生産した.すなわち生産量は需要の多いヨｰロ

ッパと北アメリカガミ大部分を占めていて鉱床の分布埋

蔵量とは無関係である.次に各地域別におもなボｰキ

サイト鉱床の概略を埋蔵量の多い順に紹介する.

アフリカ

アフリカ大陸は世界最大のボｰキサイト埋蔵鉱量を

有し確認されたものだけで8.3億トンに達する.こ

の地域の開発カミ造めば判明する鉱量はぱくだい桂もの

になるであろう.

ギζヤ

ギニヤは世界有数のボｰキサイト生産国であって

1962年に137万トン採掘した.なお1961年には鉱石30

万トン以上を輸出し出荷先はカナダ21万トン西ドイツ

7.6万トンアメリカ5.7万トンなどである.ボｰキ

サイト埋蔵量は世界一であり確定したものだけでも6

億トンを超し推定鉱量は実に24億トンに達すると.いわ

れてV･る.全世界の確定鉱量が約32億トンである事を考

えればこれがいかに大きいものであるか理解されよう.

ギニヤにほう大なラテライト鉱床のある事は古くから知

られていた､ボｰキサイトはラテライトに伴って産出

するものが多くラテライト産地に産出する事が多い.

おもな鉱床はIlesdeLosBck6Dabo1aKindia-

FriguiabeBadi･K㎝kour6Toug6-Dabo工aの6カ所

に分布している.

I1朗deL08鉱床:Los諸島はConakry港の沖合に点

在してv･る一この島は霞石閃長岩の環状貫入岩体の一部で

あってボrキサイト鉱床はこの閃長岩から風化作用で生成

したものである.母岩とは精土層を挾んで接しており鉱
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杜界の主要ボｰキサイト鉱床の分布�
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国別�1958�1959�1960�1961�1962�国別�1958�1959�1960�1961�ユ962

北アメリカ�����������

ドミニカ��η1�689�712�717�アジア�����

ハイチ�284�259�272�267�443�巾国�152�305�356�406�406

ジ十マイカ�5.814�5,207�5.837�6,770�7,554�インド�169�218�383�476�573

アメリカ�1.332�1､?2?�2,030�1,248�1.39一�イ.ンドネシァ�343�387�395�420�492

������守ラヤ�266�388�459�4-7�355

������パキスタン�2�2�1�1�1

小計�7.430�7,965�8.828�8.997�10,106�サラ1フク�138�210�290�257�229

南アメリカ�����������

プラジル�70�97�121�98�102�･』･計�1.071�1,5工1�1,884��

英領ギアナ����������1.976�2,055

������㈬��㈮��㈬�㌉���

スリナム�2.988�3.430�3,455�3,405�3.253�γフリカ�����

������ガｰナ�210�150�228�199�

小討�����������287

�4,670�5.228�6,086�5,914�6,088�ギニア�349�301�i,190�1,767�1,370

昌口'ハ������モサノビク�5�4�5�5�5

オｰストリア�23�24�26�18�17�小計�564�455�1,422�1,9?1�1,661

フランス�1.830�1.757�2,068�2.190�2.161������

西ドイツ�4�4�4�4�4�オセアニγ�����

ギリシヤ�857�919�884�1.118�1,001�オｰストラリア�7�15�70�26�51

ハンガリｰ�1.049�957�1,189�1.358�1､抑3������

イタリァ�299�295�315�323�309�合酎�21.413�23.074�27.449�29.267�30,420

ルｰマニア�73�71�89�69�90������

スペイン�8�8�3�6�6������

ソ迦�2.794�3,048�3,556�4,064�4.064������

ユｰ一ゴスラビア�733�815�1,025�1.232�1.332��(Min.YeaTbook1962)����

小計�7,669�7,899�9,159�10.383�10,458������

第1表

世界各国の

ボｰキサイ

碓産量

体の厚さ1.5～15mである.鉱床ほ通常1m前後の表土に

おおわれている.現在稼行LているのはKassa島の鉱床

であって1952年から1960年迄に300万トン以上の鉱石が採

掘されている1鉱石はギブサイト質であり品位はA1望03

54Fe.0011TiO讐2.5SiO主4.5%である.鉱量は約800

万トンといわれている.

Bok6鉱床:Bok6村はConakryの北方約150k㎜の位

箪にあり鉱床はその80km北東方の丘陵に分布している･

鉱床はラテライトと共生している犬鉱床で鉱量は数億トン

と予想されている.母岩は粗粒玄武岩である.

肋bo1a鉱床:鉱床はDabolaの酉方N1gerTinkisso

両川の中間にあリ粗粒玄武岩の風化残留鉱床である.ラテ

ライトに伴って産出し鉱量は8,000万トン以上といわれる･

KiMia･附i帥i眺e鉱床:鉱床はKindiaの南酉約20km

の位置にあり平均A1里O.41弗の鉱石が8,500万トン計算

されているが鉱層の傾斜が急でありアルミニウム合有量

が不均一であって砂が多く混在しているためボｰキサイ

ト鉱床としての開発の可能性は少ないようである.

Bodi-Konko㎜池鉱床:Conakryの北東約140kmの

Bodi川とKonko岨6川の合流点にぽう犬なボHキサイト

鉱床がある.鉱量は少なくとも1.5億トンといわれている.

1960年から採掘が始まり年間100万トン近く採掘している.

To皿gξ･肪もo1a鉱康:Dabo屹の北北西にある鉱床で台

地をおおっている.数億トンの予想鉱量があるといわれて

いる.
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ギニヤには水カ発電に適した地区カミいくつかありヨ

ｰロツパカナダ系の会杜が年産10万～15万トンのアル

ミニウム製錬工場の建設計画を検討中とv'われている.

Bodi･K㎝kour6地域のFria町にアルミナエ場が建設さ

れ年産50万トン近い能力を有している.これはアフリ

カ大陸唯一のアルミナエ場である.アルミナはフラン

スカメルｰンノルウェｰなどに輸出している.

ガoナ

ガｰナには約2.3億トンのボｰキサイトがあると計算

されており重要なボｰキサイト保有国である.ただ

鉱床が奥地にあるため交通の便カミ悪くて開発は余り進

んでいない.1962年には鉱石28万トンカ癖掘された.

1961年の採掘量は約20万トンで全部英国に輸出した.

主要なボｰキサイト鉱床は次の4つのグノレｰブに分けら

れる.

NynaM皿鉱床群:9つの主要鉱床からなり鉱量は総計

1.7億トンに達する.鉱床ほ熔岩や千枚岩の風化によって

できたものである.鉱層は6～15mの厚さを有し厚さ2

mに達する表土におおわれている.品位はA1望O;41.4～

62.9Fe望001.16～30.9TiO.1.49～5.30Si0望0.2～

3.1%である.

A迂oh･Sefwi遍ek柵i鉱床群:この鉱床は粘板岩や片

岩を原岩とし厚さ20mにも達する鉱層を形成している.鉱

物は主としてギブサイトであって鉱量3,000万トンに達する.

A胞go鉱床群:この鉱床はBia川流域にありA1呂0850

Fe20』20%の鉱肩が2,500万トン余り埋蔵されていると推

定されている.

Mount酬uan舳a:Ejuanema山の頂上ならびに山腹に

分布する鉱床であって原岩は石炭紀と思われる頁岩と砂岩

である.鉱量は約400万トンと推定されている1

モザンビロク

モザンビｰクのボｰキサイトはP㎝ha10nga地方に分

第2図アフリカのボｰキサイト分布図�
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布している.余り大きv･鉱床は発見されて注く現在

7万トンの鉱量が推定されている.1962年に約5000ト

ン採掘された.この鉱石は高アルミナ粘土中にギブサ

イト塊沸点在しているものである.主として耐火物硫

酸アルミニウムなどの製造のため南アフリカ連邦に送

られている.品位はA120361Fe2031.2Si02

10.0%である.

アフリカでボｰキサイトを採掘している国は上に述べ

た3カ国であるが鉱床は次の諸国に確認されている.

マラウイ

マラウイでは南部のLichenya高地にボｰキサイト鉱

床があり鉱量は6,000万トンと推定されている.品

位は余り高くなくA120342Fe20314Ti021.5SiO･

20%であって珪酸分力塙い淋大部分石英であるため

簡単な機械的操作で除去できる､したがってこの様な

処理がうまく行なえれば稼行可能な鉱床である.原岩

は閃長岩である沸石英はペグマタイト質岩脈のもので

ある.

カメルロン

アフリカ大陸唯一のアルミニウム生産国である.

1962年には約5万トンのアノレミニゥムを生産した.ボ

ｰキサイト鉱床の探査も活発に行なわれており中部の

TibatiNgaound6r6地区の鉱床に5億トンに達する鉱

石があるとv･われている.

以上の諸国のほかにもシェラレオネコンゴ象牙海

岸リベリアなどアフリカの多くの国にボｰキサイト

鉱床のある事が知られており開発カミ遊めば現在知られ

ている鉱量の数倍あるいはそれ以上に達する鉱石カ洗出

されるものと期待される.

冒回回ツバ

ボｰキサイトがヨｰロッパで最初に発見されただけあ

って斌一キサイトの生産量は年間五色000万トン以上あ

り現在では世界で最も重要な地域である,埋蔵鉱量

はアフリカに次いで多く6､?億トンか確定している.

ヨｰ属ツバの鉱床の特長は看灰岩に伴うものが圧倒的に

多い事である｡南ラｰ滋ツバとくぽスペインからギリ

シャトルロにいたる聞に広く分布しており石灰岩に

伴うものを地中海型ボｰキサイトと呼んでいる.

ハンガリ舳

ハンガリｰはボｰキサイト資源に恵まれその鉱量は

2.5億トンに瀧する｡生産量は1962年に145万トンで

あるカミ相当量をソ連チェコスロバキア束ドイツなど

に輸出した.自国で生産されるアノレミニウムの量は約

5万トンに過ぎない.

おもな鉱床はBδτzs6ny山脈から南西方向Bakony山

脈にいたる200kmの間に分布している.さらにまたブ

ダペストの北方50kmの地域にも重要な鉱床がある.

これらの鉱床は地中海型鉱床であって石灰岩やドロマイ

トのカノレスト上に生成したものである.中生代の石灰

質岩石と第三紀層の不整合面に鉱床カミ胚胎されており

相当な厚さの堆積岩におおわれている.一例を挙げれ

ばVertes地区では20～40mの粘土石灰岩が鉱床の上

をおおっている.鉱床の厚さは3～30血である.ア

ノレミニウム鉱物はおもにべ一マイトであって少量のギブ

サイトも含まれている場合カミある.Bδrzsδny付近の鉱

石はダイアスポアを相当量含有するといわれている.

ユｰゴスラビア

ユｰゴスラビアはノ･ンガリｰに次ぐヨｰロッパのボｰ

キサイト保有国である.鉱量は1.3億トンと推定され

生産量は130万トン(1962年)におよぶ.輸出は1961

年には酉ドイツ(65万トン)イタリア(18万トン)を

はじめヨｰロッパ各国に90万トン以上出荷している.

自国のアルミニウム生産量は約3万トン(1962年)で

ある.

ボｰキサイト鉱床の数は数百に達しIStria半島から

アドリア海沿いにDalmatiaHerzegovi口aを経てアノレ

ハニア国境に至る延長500km幅60kmの地域に分布

している.現在の生産量の90%以上はIstriaDalmatia

HerzegovinaMontenegro地区から採掘されている.

ユｰゴスラビアの鉱床も石灰岩にはさまれた地中海型で

あって三畳紀中期から漸新世の間の色々な時期に生成

されたものである.鉱体は激しい摺出作用を受け急

な傾斜を示し深さ700mにも達している.Da工matiaで

は400mの深さのものが稼行されている.鉱体は非常

に不規則在形態を示し厚さ1～25mであり大小さまざ

まである.主要鉱物はべ一マイトであるカミDa工mati釘

の比較的新しい鉱床ではギブサイトを産しCroaぬの

古いものからはダイアスポアを産出する,鉱看の品位

はA120348～60Fe塞O墓25Ti0望3SiO裏8%であ

って鉄の含有量か高い赫採掘されている高品位鉱は

鉄分珪酸分共に少ない宙

ソ嬢

ソ連のアルミ三ウム工業は最近急速に発展し脳0年

に昌万トン昆らずであった生産量は蝸7年蘭0万トン

1鯛瞬に獄五⑪⑰万トンに遠して一現在ではアメリカ.に次�



一20一

ぐアルミニウム生産国である.

アルミニウム原料資源も豊富にあるカミ他の諸国で採

掘されている様な高品位のギブサイトベｰマイト質鉱

石の最はそれほど多くなくダイアスポア質のものカミ多

い様である.ソ連のボｰキサイトに関するデｰタは余

り発表されていないので詳しくはわからたいカミ最近は

年間採掘量400万トン程度と推定されている.

ソ連のボｰキサイトの特長はラテライト質ボｰキサイ

トが少なく堆積性のものが多い事である.このため

ソ連の地質学者はボｰキサイト堆積説に傾きやすく地

中海型鉱床も堆積鉱床であると主張しているものもいる.

またGoretzkyはラテライト質ボｰキサイトの残留鉱床

説に批判的で湿地堆積説を強く主張している.

重要なボｰキサイト鉱床はUra1地方Tikhvin地区

Kazakhstan地方Moscow盆地南部Siberia東部な

どに分布している｡Kazakhstan地方ρTikhin鉱床

は高品位鉱はほとんど採掘されつくした様である.

Ura1地方の鉱床に3,000万トンの鉱量があるといわれ

その他の鉱床をあわせると鉱量総計約1億トンに達する

といわれている.さらにボｰキサイトの外に霞石閃長

岩から60万トン明ばん石から20万トンのアルミナが製

造されている様である.

ギリシャ

次にボｰキサイトを多く保有している国はギリシャで

あって地中海型鉱床カミ総計8,000万トンに達する鉱石

をようしている.採掘量は1962年には約98万トンであ

った.鉱石はソ連(45万トン)西ドイツ(40万トン)

などヨｰロッバ諸国へ全部輸出している.おもな鉱床

はE1eusis地区Pamassus山地区Khaユkidhiki半

島Euboea島Amorgos島などに分布している.

これらの鉱床はおもに白亜紀中頃にできたものであって

白亜紀前期あるいはそれ以前の石灰岩と白亜後期の石灰

岩との不整合面に多くの場合胚胎されている.鉱石鉱

物は主としてべ一マイトであるが

のは相当量のダイアポアを含有している.鉱石の品位

はEieusis地区ではA120350～57Fe20325～30

Ti022-5～3Si021～15%である.鉄の含有量は比

較的多い.ギリシヤではアルミナとアルミニウムの製

錬は行なわれてい狂い.

フランス南部のボ}キサイト鉱床

����攻�潮������㌩

フフンス

アルミニウムの研究生産に関してはフラ1■スは先駆

者であって1925～1940年の間は世界一のアルミニウム

生産量を誇っていた.また原料のボｰキサイトについ

てもフランスで最初に発見命名されたものであり主要

た生産国である.埋蔵鉱量は全部で7,000万トン確定

している.1962年の鉱石採掘量は200万トン強である.

西ドィッとイギリスに1961年に30万トン輸出した.ア

ルミニウム生産量は約30万トン(1962年)である.

おもなボｰキサイト鉱床は南部のVarH6rau1t

AriさgeBouches･du-Rh6ne地方に分布している.最

初にボｰキサイトカミ発見されたBouches･du･Rh6ne地方

のLesBeaux村の鉱床は掘りつくされている.いわ

ゆる地中海型ボｰキサイトあ代表的な鉱床であって白

亜紀前期あるいはジュラ紀の石灰岩の風化作用によって

生成したものである.鉱床生成後に沈降して海中に没

して白亜紀中後期の石灰岩カミ堆積しその後再び隆起し

て現在に至ったものである.フランス南部では鉱床生

成隆起後にアノレプス造山運動に伴う激しい地殻変動力茎

あり鉱床は摺曲し断層で切られ現在では鉛直に近い

ものや放かには層序の逆転しているものもある.鉱

体は白亜紀中期と前期の石灰岩の不整合面にポケット状

レンズ球層状などの形態を存している.侵蝕作用の

ために露出した鉱床もあるが大部分の採掘は地下で行

なわれている.鉱石は主としてべ一マイトであって場

所によりギブサイトダイアスポアを含有している.

鉱石は大体堅く綴密であって灰色を呈するものが多い.

品位はA120s56～59Fe20s20～25Ti022.5～3.5

Si022～5%である｡

ジャマイカの中新世石灰砦の上にあるギブサイト質ボｰキサイト

����攻�潮������㌩�
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ル】マニア

RosiaとDobresti地方に白亜紀前期の地中海型ボｰ

キサイト鉱床が分布してV'る.鉱量は2,000万トン以

上といわれており9万トン近い鉱石を毎年採掘してい

る.アノレミニウムの生産カミ1955年に開始されたとい'う

報告もあるが詳細は不明であり通常はアノレミニウム

生産国に入れていない.

イタリア

南部イタリアに白亜紀中期後期の石灰岩に伴ってボｰ

キサイトカミ産出する.鉱量は1,100万トンといわれ

年産30万トン以上である.アノレミニウムは年産8万

2,000ト1■(1962)である.おもな産地はApu1ia

CampaniaAbruzzieMo1isteなどである.鉱石鉱

物はべ一マイトカミ主である.

スペイン

スペインでは北東部のBarce1onaTarrag㎝aLe-

ridaTeme1地方に小さなボｰキサイト鉱床が相当数

分布している.これらの鉱床は三畳紀と始新世後期の

石灰岩の古い侵食面にポケット状レンズ状に胚胎され

ている.鉱石は低品位であり珪酸の含有量が高いの

でバイヤｰ法によるアノレミナの原料には不適当であって

耐火物アルミナセメントなどに用いられる.ボｰキ

サイト生産量は年間約5,000トン鉱量ほ700万トンと予

想されている.アルミニウム生産量は1962年に約4万

トンであるがこの原料のボｰキサイトアルミナはフ

ランスパンガリｰなどから輸入されている.

オｰストリア

白亜紀中期に生成した地中海型ボｰキサイトカミ約100

ジャマイカの

ボｰキサイト

貯鉱場(円形

ドｰム)と積

み込み設備

�湧浩渮�

Jan王964)

万トンの鉱量に達している.ボｰキサイトの採掘量は

年間約2万5,000トンであるがこの60%はセメント

鉄研磨剤に用いられて残りはババリアヘアノレミナ原料

として送られる.アノレミニウムは7万3,000トン(1962

年)生産している.この原料はアノレミナ工場カミオｰス

トリアにないためアルミナを西ドイツ'ノ･ンガリ_

イタリアユｰゴスラビアなどから輸入している.

鉱床のおも在ものはSa1zburgの東南東100kmの

地点にあるLaussaにある.他にもWienの南方の

WienerNeustadt柱どにも鉱床があるが現在稼行

されているのはLaussaにあるUnter1aussa鉱山であ

る.鉱床は摺曲し断層に切られている.鉱物はべ

一マイトが主である.

ヨｰロッパでは以上の諸国の他にブルガリアチェコ

スロバキア西ドイツイギリスにボｰキサイト鉱床が

知られているポ重要なものではない.アノレミニウムを

生産している国は上に紹介したものの他にはチエ:コスロ

バキア東西ドイツノノレウエｰボｰランドスウェ

ｰデンスイスである.ヨｰロッパは世界で最も発達

した地域であるので今後の需要の増大開発に伴って

発見されるであろう新しい鉱量は他の低開発地域の様に

は期待できない.現在はボｰキサイトの需要をヨｰロ

ッパ内の生産でほぼまかなっているカミヨｰロッパの需

要はぼう大であってしかも増加の一途をたどるので将来

必然的にヨｰロッパ諸国は他の地域から鉱石の供給を受

けねばならなくなるであろう.

北アメリカ

北アメリカにはアメリカとカナダの2大アルミニウム

生産国がありその生産量はあわせて約250万ト1■で世

界総生産量の平分に達する.ボｰキサイト鉱石も1000

万トン近くを採掘しているがこれはその80%近くをジ

ャマイカで生産しておりカナダには鉱床なくアメリ

カでは約140万トン採掘しているものである.埋蔵鉱

量は6.6億トンカミ確認されている.

ジャマイカ

ジャマイカは世界最大のボｰキサイト生産量(1962年

740万トン)を有しその鉱量も5.5億トンであって

ギニアオｰストラリアに次いで世界第3位である.

ここのボｰキサイト開発の歴史は新しく1953年に最初の

鉱石か出鉱されて以来急速に開発された.採掘された

鉱石の内約8割はアメリカに輸出され残りがアルミナ

製造に用いられる.アノレミナは年間約73万トンの生産

能力を有している.アノレミナは大部分アメリカに輸出�
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皿型皿型w型I型

(Gordo皿｡fTracoy:ProfofLayo圧1ao{gen(1952より)

第3図アメリカアｰカンサス州ボｰキサイト鉱床模式図

しアノレミニゥム製錬は行たってい担い.

ボｰキサイト全鉱量の約半分はParishofManchester

にあり約3書1'はSt.Ann残りがTrelawny

S芒.Catherineαarendon匁とにある.鉱床は地中

海型であってWhite石灰岩層に伴って産出する.こ

の石灰岩は始新世中期から中新世前期にかけて生成した

ものでその厚さは700mにも達する.この石灰層が

中新世中期に隆起し侵蝕作用を受けてカノレスト地形を

形成しこのカルストを埋めてボｰキサイトが賦存して

いる.鉱石と石灰岩との接触は非常に明瞭であるが

不規則である.したがって鉱体の断面も非常に不規則

であって厚さは数Cmから数mまで変化し場所によっ

ては30m以上に達する事もある.平面的には鉱体は帯

状を示し個々の鉱体の鉱量は数千トンから数千万トン

に達する.鉱石はギブサイトが主要鉱物であって鉱

床の型はヨｰロッパにおける地中海型の鉱床の中でも中

生代のフランスのもの荏どよりも新しいユｰゴスラビア

のものに性質が似ている.石灰岩に伴うボｰキサイト

としては最も時代の新しいものである.

ジャマイカのボｰキサイトの成因について最近色々

と議論があるカミ大別するとボｰキサイトの原岩を石灰

岩とする説と他の岩石特に凝灰岩とする説の2つの学

説がある.前者の論拠はWhi-e石灰岩層とボｰキサ

イトの酸不溶残澄の鉱物組成の類似ならびに微量元素の

種類と量比が両者共一致する点である.一方凝灰岩説

の論拠はWhi-e石灰岩は非常に純粋であるためボｰ

キサイトを形成するほどアノレミニウムが濃集する事は考

えられ扱いしまた付近の凝灰岩のラテライト化作用が

進んでいる事を考慮しているものである.これはいわ

ゆる地中海型ボｰキサイト鉱床全般に関する問題であっ

て今の所決定的な論拠はなく定説はたい.しかし一般

的には石灰岩起源説を支持する地質学者の方が多いよう

である.鉱石の品位はAエ20s49～51Fe.0318～21

Ti0･2.5Si020.6～1.7%の範囲に入るようである.

鉱石鉱物は大部分ギブサイトでありべrマイトが少最

混っている.

アメリカ合衆国

アメリカではアノレミニウムは最初1888年に生産され

生産量ではフラニ■スなどより少匁かったのであるが第

二次大戦で軍需の急激な増大を伴って生産も急増し現

在は年産189万トン(1962年)で世界最大である.アル

ミナは年産450万トンの能力を有している.これに用い

る原粘は世界の全ボｰキサイト生産量の約3割に達する.

国内にも5,000万ト1■に達するボｰキサイト資源を有し

ているが900万トンにもおよぶ消費量の20%足らずを

国内産の鉱石でまかなっているに過ぎず大部分をカリ

ブ海諸島から輸入している.

ボｰキサイト鉱床はA工ka鵬as州南東海岸平原

Appalachia渓谷の3地域が主要な分布地域である.

これらの鉱床は良く研究されていて詳しく知られている.

この他耐火物に用いるダイアスポア鉱床洪Missouri州

中部Pennsylvania州に分布している.またOregon

州にラテライト鉱床があるカミ低品位であるため現在はア

ルミニウム資源としては利用できない.しかしこれは

他の長石明ばん石高アルミナ粘土などと共に将来必

要な場合にはアルミニウム源料として利用できるもので

あってそれらの量はぼう大なものである.

Arkansas州のボｰキサイト鉱床は霞石閃長岩の丘陵

の風化によって生成し一部はそのまま残留しているが

他は丘陵の中腹あるいは周囲の粘土層(Midway層)の

上に運搬されて鉱体を形成し原岩とは接触してい恋い

ことが多い.後者の鉱体は始新世前期のWilcox層に

属する砂岩粘土層祖どにおおわれている.Gordon

とTraceyはここの鉱床群を次の4つの鉱床型に分けて

いる.

第1型カオリン化された閃長岩の上にある残留鉱床

第2型閃長岩丘陵の中腹にあるボｰキサイトカオリン帯の

中に賦存しMid欄y層の上をおおっている鉱床

第3型第2型鉱床の上記分掬し水で運ばれ花層状砕屑鉱床

第4型第1型ボ}キサイトの礫から松ゆ上部の洲至｡o笈

層の基底礫岩層を形成する鉱床

第1型の鉱床は数mから王㈱の厚さを有し上部は結核

帯で豆状の鉱石組織を有し下部は畏膚をギブサイトか

交代した明瞭な仮晶を有し花開岩組織を示す鉱石からな

っている.鉱体の下記はカオリンが数㎝ユないし10m

の厚さで分布している由錦2型の鉱床は重積土であっ

て第1型の上部の結核帯に似た鉱1石組織を有している害

第3型は層状の構造を示し鉱看は結核状である.第

4型はボｰキサイトの礫とボｰキサイト質粘土の素地の

部分からなる礫岩状鉱床である由錦三型の鉱床以外は

大部分相当厚い地層におおわれているので露天掘りと

坑道採掘の両者が行なわれている｡露天掘りの場合は�
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7mの厚さの鉱体があれば30mの表土をはいでも採算カミ

合うといわれている.Arka鵬asの鉱床は全アメリカ

のボｰキサイトの9割以上を生産しており鉱量は品位

カミAl･0352Fe･036%以下Si0210%で厚さ約

2.5m以上の鉱体が約3,890万トン回じ厚さで鉄含有

量不明のものカミ約3,180万トン厚さ1.5m以上を計算

すると8,890万トンに達する.

MississippiAlabamaGeorgia諸州にまたがって南

東海岸平原に大きな半円状にボｰキサイトが分布してい

る.層序的にはArkansas.鉱床に対比できる位置にあ

る.平板状鉱体でカオリン中に胚胎されている.分

析例を挙げればAl･0356Fe20s1%以下Si0213

%であって鉄の含有量カミ非常に少在い.この地域の鉱

量は合計約150万トンであって純度が高いため化学薬

品耐火物などの原料に用いられている.

以上の他にAppa1achia地方に小規模在鉱床か相当あ

ったカミ採掘されつくした.またノ･ワイにもギブサイト

質の土壌が2億トン以上あるといわれているが調査開発

は進んでい狂い様である.

以上の良質なボｰキサイトの他に低品位のアルミニウ

ム資源も相当詳しく調査されている.これらは将来高

品位鉱の不足その他の事情で処理する場合には有力なア

ルミニウム資源になる.Oregon州には1,000万トン

に上るラテライトがあり品位はA120335Fe20323

Si029%である｡明ばん石でAl･03を19%以上含有

するものはUtah州などに分布し総鉱量600万トン

といわれているが量的に小さく重要な資源ではない.

WyOming州のLaramieRange斜長岩はA1.0329～

30%の品位を有し第二次大戦中と戦後一時実験的にソ

ｰダ石灰法でアルミナを作った.高アノレミナ粘土は総

鉱量30億トンといわれ平均32%のA1203を含有してい

る･ダイアスポアカミ古生代の石灰岩に伴って拙ntC1ay

たどと共にMissouriPe㎜sy1∀ania両州に産出する.

品位はA1･0369Fe･031Si0212%で耐火物などに

用いられている.

アメリｰカで現在計画中の設備カ童完成すると1975年には

アノレミニウムの年聞生産能力は540万トンに達するとい

われている.その場合のボｰキサイト消費量は実に年

間2,000万トンを越すものとなる.ボｰキサイト鉱床

開発が重要視される所以である.

トミζカ共和国

ドミニカのボｰキサイトは1944年に発見されAlcoa

杜によって急速に開発され1962年には約100万トン採掘

された.鉱石は全部アメリカに輸出している.鉱量

は現在4,000万トン確定している.

圭孔質榊色ボｰキサイト

鉱床は始新世の石灰

岩の侵蝕面に生成した

ものであってLas

Mercedes地方と

Aceiti11ar地方に分布

している.鉱石の品

位はA120340～49%

Fe20319.4～20.6%

Si021.6～5.2%であ

る.ドミニカ政府は

アルミニウム製錬工場

の建設を計画中といわ

れる.

握忠

･ハイチ

第4図ブラジルハイチのボｰキサイ

P｡｡｡｡d.C.1d｡｡鉱床の断面図ト採掘は1956年に開始

され年産25～28万トンを維持している.鉱石は全部

アメリカに輸出している.埋蔵鉱量は1,500万トンと

いわれている.主要鉱床はMiragoaneの南西にあ

るRoche1ois平原に分布している.ボｰキサイトは始

新世と漸新世の石灰岩の侵蝕面に生成している.表土

はなく露出している.この鉱床は残留鉱床であるカミ

ジャマイカの場合と同様に石灰岩に含有されているアノレ

ミニウムは非常に少なく中性火成岩からラテライトが

生成しさらにボｰキサイトに扱ったのではないかとも

いわれている.品位はA120346.8Fe20321.9

Ti022.8Si023.4%である.ジャマイカ鉱石と異在

る点はここの鉱石はべ一マイトを相当含有している点

である.

夫津川

太洋州のボｰキサイト資源は北アメリカのそれに匹敵

するもので現在解っているものだけで約6億トンの鉱

量がある.また北アメリカの鉱石の大部分がジャマイ

カ島に賦存している様に太洋州でも大部分力士オｰストラ

リアのCapeYorkに賦存している.現在の生産は少

榊'が将来性の最も高い地域の一つである.

オｰストラリア

1899年にNewSouthWa1es州で発見されたのカミオ

ｰストラリアにおけるボｰキサイトの最初の報告であっ

て古くから知られていたものであるカミ当初はアルミニ

ウム原料としては品位などの点で問題にされなかった.

しかし1956年にCapeYork半島西部に大鉱床が発見さ

れ一躍ボｰキサイトは同国の有力な地下資源として注�
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目されるに至った.しかし現在はまだ開発途上にある

事と国内に欠きた需要がないため生産量は少なく1962

年に5万トン採掘しただけである.1961年に日本に鉱

石3万トン輸出している.アノレミナはTasmania島の

Be11Bayに年間約35,000トンの生産能力を有する工場

があり同じ･くBenBayに生産能力約35,000トンのア

ルミニウム製錬工場があり1962年には約2万トンの金

属アノレミニウムを製造した.ボｰキサイトは国内鉱よ

りも輸入鉱を使う方が経済的であったため1960年までは

インドネシアとマラヤから年聞6万なV･し9万トン輸入

していたが1961年の輸入量は1万9,000トンであった.

アノレミナは1960年には5,000トンほどカナダから輸入し

ている.

Queensland州CapeYork半島Weipa地区の鉱床

は世界最大のものといわれ鉱量は実に10億トンに達す

ると予想されている.鉱床は広大なラテライト地帯の

一部を衣しており第三紀と思われる砂岩粘土シル

トなどをおおっている.鉱層の厚さは1mから10mで

あるカミ上部は豆状組織の高品位鉱であり下部はもっ

とかたい低品位鉱で下盤の堆積岩に漸移する.鉱石鉱

物はギブサイトが主であってべ一マイトも場所により

相当量含有している.平均品位はA120358Fe･038

TiO･3SiO･6.2%である.この鉱床は世界的に非常

に重要た鉱床であるが現在は開発の段階にあり本格

的荏採掘は行なわれておらず地質学的にも詳しくはわ

かってい狂い.

WestemAustra1ia州の首都Perthの東方約30krn

に南北に延びるDar1ingRa㎎e山脈がある.この地

域に最近ボｰキサイトが発見されJarrahda1eDwe工･

1ingup両地区が活発に開発力茎進んでいる.ここの鉱床は

丘陵をおおって分布している.鉱石は塊状であり品

位はA120349Fe2039Si0216%であって鉱量8,000

万トン以上といわれている.ここは交通輸送に便利で

ありまた労働力電力などの確保もWeipa地区にく

らべて円滑に行な克るので開発は早いと思われる.

日本に相当量の鉱石を輸出する計画である.

NewSouthWales州にはInvera11地区に確定鉱量

961万トンの鉱床がある.これは玄武岩の風化によっ

てできたものであって品位はA120338.6Fe20330

Ti025.OSi023.2タ6である.またMossVa1e地区

にも玄武岩原のボｰキサイト鉱床があり確定鉱量52万

トン品位はAb0935.3～些0.7Fe20s29.6～33.3

SiO.2.9～7.5%である.これらの鉱石は鉄分が高く

品位も高くなく良質のものとはいえない.

Nor亡hemTerrito町州のGove半島に鉱量約1億ト

ンといわれる鉱床がある.Weipa鉱床と同様にラテラ

イト質鉱床で上下2層に分かれ上部は豆状鉱石下部

は級密なかたい鉱石から成っている.品位はA1.O.50

Fe･038Ti0･3Si023%である.開発計画につい

ては政府と企業の聞に意見の相異があり現在余り活発

に動いていない様である.またMarchinbar島に前カ

ンブリア紀の堆積岩の一部がラテライト化作用を受け確

定900万トンに上るボｰキサイトになり分布している.

品位はA120348～53Fe2036～17Si024～9%であ

る.以上の他にYictoriaTasmania両州にもボｰキ

サイトが知られているカミ､いずれもオｰストラリア全体

から見れば少量であってそれほど重要ではない.同国

のボｰキサイト鉱業は現在小規模であるが種女開発が計

画されており国内のアルミニウム工業の発達日本の

需要の増大改とに伴いアジア太洋州地区最大の鉱床保有

国である事実と相まって今後非常に発展すると思われ

る.さし当って近い将来に開発されるのは市eipa

Dar1ingRange両地区であろう.

太洋州ではオｰストラリアのほかにフィジｰ島ビス

マルク諸島などに約300万トンのボｰキサイトが分布し

ているといわれているカミ開発されている所は桂い.

この地区の鉱床開発の可能性は今後の調査研究にまたね

ばならなv･.

南アメリカ

南アメリカ大陸にも相当量のボｰキサイト鉱床があり

現在の確定埋蔵鉱量は3.1億トンである一現在の生産

国はスリナム英領ギアナブラシノレの3国であるカミ

探査が進むにつれその他の国にも多くの鉱床が発見さ

れるであろう.

スリナム

スリナムは年産約320万トン(1962年)のボｰキサイト

鉱業を有しジャマイカン連についで世界第3位の生

産量を誇っている.鉱石は1961年にはアメリカヘ290

万トンカナダ26万トン西ドイツ11万トンその

他へ5万トン(合計332万トン)と全部輸出している.

鉱量は2億トン以上とV･われている.スリナムの鉱床

は低地にあ.るものと高地(台地)1こあるものとに大別され

る.両者共相当量の埋蔵鉱量を有し高品位であるが

今の所低地の鉱床しか採掘されてい削･.いわゆる低

地ボｰキサイト鉱床は海抜50m以下の高度にあるもので

あってMce昭｡地区とParanam地区に分布しており

前者は片岩から生成したもの後者は堆積岩からできた

ものである.鉱床は厚さ3m～7mの層を柾し大部分

は地表に露出しているがParanam鉱床の一部は20m前�
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後の堆積物におおわれている.鉱石は水洗鉱でA1203

55～62Fe203<10Ti022～3Si022～5%の品位に

なるがParanamの一部では鉄分除去のため重液選鉱を

行在っている.Moe㎎0地区からは1,000万トン以上

採掘したといわれ現在はMoengoの東約15kmにあ

るRicanau亘m鉱床を稼行しており当地には4,500

万トンの鉱量がある.鉱物はギブサイトである.

高地にある鉱床はまだ開発されていないが鉱量は2億

トンに上るといわれている.Marowijne川の西側海岸

から約150kmの地区の高度300～600mの台地に鉱床カミ

分布している.これは塩基性火成岩がラテライト化作

用を受けこのラテイトが脱鉄されてボｰキサイトにな

ったものといわれている.この鉱床はボrキサイトの

団塊からなり素地の部分はボｰキサイト質粘土である｡

さらにNassau山中に鉱量1億トンカミ確認されBakhuis

山中にもぽう大な鉱床があるといわれている.

英領年アナ

英領ギアナにおけるボｰキサイト発見は1910年採掘

は1917年に始まり歴史は相当古い.1962年の生産量は

約270万トンであって重要なボｰキサイト生産国である.

1961年の輸出量はカナダ87万ト;■アメリカ51万ト

ンその他へ22万トンである.その肉目本向けは2万

トンである.鉱量は8,000万トン以上とV'われている.

ギアナのボｰキサイト鉱床はEssequibo川下流から南南

東に180km延びている幅16kmの地帯に分布しており

MackenzieItumiKwakwaniならびにBartica近く

にあるものの四つの鉱床灘に大別される.この内

Barticaのものは今迄稼行されてい狂い.鉱体は大体

2～15mの厚さを有しており数10mにも及ぶ砂と粘土

の互層(WhiteSandSeries)におおわれている.鉱床

地帯の原岩は花陶岩片麻岩粗粒玄武岩片岩などで

ある.ボｰキサイ.トｰ粘土一変質した岩石一原岩と垂

直方向に連続的荏組成変化がある様でありまた粘土層

の上部にはボrキサイト淋脈状網状に賦存しギブサ

の成因は今後の研究によって解決されるであろうがそ

の結果は探査にも大きく影響するものである.現在英

領ギアナではアルミニウムは生産されていないが1961

年からアノレミナの生産が開始され年産約22万トンの能

力を有している､アルミナはノルウ黒一とかカナダに

輸出してv･る｡

ブラ歩ル

プラシノレのボｰキサイト発見は比較的新しく鵬5年で

ある.1962年の採掘量は夏砺トンに達した｡鉱量は

2億トン以上といわれている.アルミニウムを約3万

トン(1962年)生産しボｰキサイトは全部自国内で消費

した.アノレミナは年間4万5千トンの生産能力を有し

ている.南米唯一のアノレミニウム生産国である.

おも荏鉱床在地はMinasGerais地区のPogosde

Ca1dasとOuroPretoならびにEspiritoSanto地区

である.他にもN0YaLimaBe1oHorizonteなど

に多数の鉱床がある.

POgOsdeCa1dasの鉱床は1,300m前後の高度の台地

にあって響岩霞石閃長岩だとが変質してできたもので

ある.鉱石と下部の原岩との接触面は不規則で不連続

的である.この鉱床はブラシノレ最大の鉱床であって鉱

量1,400万トン以上といわれている.品位はAl･0355

～58Fe2036.5～10Si021.5～5.5%である.

OuroPreto鉱床は前カンブリア紀の千枚岩片岩な

どの上をおおっており千枚岩から変質したものといわ

れている.EspiritOSantoではボｰキサイトは前カン

ブリア紀の花陶片麻岩申に貫入した粗粒玄武岩の変質に

よってできたものである.

南アメリカには以上の諸国の他にも伯領ギアナベネ

ズエラなどにもボｰキサイト鉱床のある事は知られてv･

るが開発されていない.しかしこれらも将来需要の増

大と技術の進展に伴って必ず開発利用されるものと予想

される｡(鱗翻蛾鯛)

作用の結果生成し粘土は原岩カミ鉱石に変質する申聞生

成物であるとしている.一方鉱床下部の粘土は堆積

性のものであP鉱石は上のWhiteSandSer主㈱の変質

したものであって下部の火成岩変成岩の風化残留物1鰯垂

ではないというのカミ第二説である.第三説は鉱床の下

部の粘土は風化残留物であり鉱床は粘土からも変質し

英領ギアナシタペパル第3鉱山の全器

(写真3葉はO榊rseasGeo1.Surv.1692から)�


